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は じ め に

1994 年夏の日本各 地 に おける猛暑 は，記憶 に 新しいこ

と と 思う。 ま た， 降水量 も ほぼ全国的 に 平年 を大き く 下
回 り ， 特に 関東甲信， 東海の一部， 北陸から近畿， 瀬戸
内， 中 国， 九州北部で は 40%以下であ っ た。 9月 に 入 っ
て も 全国的な高温傾向 は継続し， 西日本で は日本海側 を
除い て 降水量 は平年 よ り 少な か っ た。 1994 年の夏秋野菜
に おけるハスモ ンヨ ト ウ等鱗麹目害虫の多発 は， 降雨 に
よ る卵， 幼虫期の死亡率の低下， 乾燥 に よ る病原菌 に よ
る死亡率の低下が原因である と 考 え られた (農林水産省

農蚕園芸局植物防疫課， 1995) 0 
1994 年 9月下旬以降，筆者 の も と に多 く のオオタバコ

ガの同定依頼や問い合わせがあっ た。 例年だ と ， オオタ
バコガはあ ま り 重要な害虫で は な しこれ ま でこの よ う
に問題 に な っ たこ と は な い よ うだが， 1994 年の夏から晩
秋 は西日本で は 平年 に な い多発生で， こ の 原因 はハスモ
ンヨ ト ウ等他の鱗麹目害虫 と 同様である と 考 えられる。

日本産H elicov erþa 属 に は H. a rm ig era オオタバコ
ガ) と H. assu lta (タバコガ) の 2 種が知られて いるが，
こ れら 2 種 は幼虫で は外見上の区別がほ と んどできな い
と いわれてきた (河田， 1959) 。 ま た， 成虫 も 酷似して お
り ， 鱗粉が少々脱落すれば識別 は難し く なる (古 く はオ

オタバコガ に対して obsoleta F Al叩lCIUSの 種名が当てられ

て いたが (緒方， 1958 :河田， 1959 :奥野ら， 1983) ， こ
れは間違いである) 。

「農林有害動物 ・ 昆虫名鑑J ( 1987) に よ る と ， オオタ
バコガ の 寄主植物 と し て は ， ナ ス， ト マ ト ， ト ウガラ
シ， ピーマ ン， タノTコ， ワタ， カー ネ ー ショ ン， セキチ
ク， ナデ シコが知られて いるが， 1994 年夏から晩秋 に か

け て は ， これら以外 の 多 く の 植物で も 被害 が認 め られ
た。 オオタバコガかタバコガか と いう同定上の問題 と ，

わが国で はこれ ま で被害記録の な か っ た作物 に ま で被害
が及んだ と いう二つの問題のため， 多 く の同定依頼や問
い合わせが筆者の も と に寄せられた よ うである。

タバコガ に 関する情報 はわが国で も 様々 な蓄積がある
が， オオタバコガ はこれ ま で日本で は重要害虫で な か っ
たこ と も あ り ， わが国での知見 はあ ま り 多 く は な い。 幸
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いオオタバコガ は海外に も 広 く 分布して いるので '- '­
では日本以外での情報 も 含め て 紹介したい と 思う。 これ
ま でわが国でタバコガ と して 記録された も の の 中 に は，
オオタバコガが混じ っ て いる こ と も 十分考 え られる の
で， 今後のわが国 に おけるオオタバコガの発生 に 注意 を
喚起するため に ， 両 種の識別法 に つ い て特 に詳し く 記述
したい。 ま た， オオタバコガの寄主植物 と 防除法 につ い
て も ま と め てみた。

I タバコガE科の分類

ヤガ科タバコガ亜科 は ， 温暖で乾燥した地域 に よ く 発
達し， 全世界から約400 種が知られる。 幼虫 は 草本 の特

に花や実を好 んで食し， 世界的 に も 有名 な幾つか の作物
害虫 を含む (MITTEl� et a l .， 1993) 。わが国からは 6 属 9 種
が知られ，タバコガ，オオタバコガのほか に ，害虫 と して
丹 rrhia um bra ( キタノfコガ) と H eliothis mari tima ( ツ

メクサガ) の 2 種が「農林有害動物 ・ 昆虫名鑑J (1987) 
に 登録されて いる。 キタバコガ はソパ， ダ イ ズ， イ ンゲ

ン マ メ， ア ズ キ， サ サゲ， アブラ ナ科野菜， タバコ を 食

害する。 ツ メクサガ は ア マ ， マ メ科牧草の害虫である。
本 グ ル ー プ の 分 類 学 的 研 究 と し て は ，HAIlDWICK 

( 1965) ，  MATTHEWS ( 1991) が よ く ま と ま っ て いる。 彼ら
に よ り タバコガ亜科内の各 グループ聞の系統解析が行わ
れ， 新 し い 分類体系が構築 された。 H elicov erþa 属 は
HARDWICK ( 1965) に よ っ て ，雌雄交尾器などの特徴 に よ り
広義 の H eliothis 属から分離，設立された。本 グ ループ に
は， これ以前はタバコガ， オオタバコガ を 含む 6 種が知
られて いたが， 詳細 な全ステージ の 形態学的研究 に 加 え
て飼育交雑実験 に よ り ，新た に 1 1 種が追加された。彼の
研究 は外見の類似した種が多 く ， 混乱して いた本 グルー
プの分類 を初め て 見事 に 整理した も のである。Mi\TTllEWS

( 1991 ) に よ る と ，H elicov erþa 属 は全世界から 18 種が知
られ， い く つかの 広域分布種のほか に ， ハワ イ や太平洋
上の孤 島 に固有種 を 分化させて いる。

E オオタバコガとタバコガの分布， 生態

オオタバコガ は， アフリカ， ヨーロ ッ パ， ア ジ ア から
オース ト ラリア に かけて 広 く 分布する。 アジアでは， 日
本， 韓国， 中 国， フィリピ ン， イ ン ド ネ シ ア ， マ レー シ
ア ， タイ ， イ ン ド 等から記録がある。 わが国で は本土南
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西部， 対馬， 屋久 島 から琉球列 島 にわた っ て分布す る 。
本種 に は， アフリカ， ヨーロツパ， アジア の大陸部から
日本にかけて 分布す る 原告亜種であ る H. arm 忽era arm igera 

のほか に 2 亜種 が知られ る 。l亜 種 は 太平洋中央部のカ
ン ト ン 島 の み に 見られ る H. armigera commoniであ

り ， も う 1 亜種 はオース ト ラリア と 太平洋南西部の諸 島

に 広く分布す る H. armigera confertaであ る 。
タノfコガ は， アフリカ， アジア からオース ト ラリア に

か け て 分布す る が， 分布域 はオオタバコガ よ り 狭く， ヨ
ーロ ッ パに は産 し な い。 アジアでの分布はオオタバコガ
と ほぼ同様であ る 。 わが国で は 本土全域， 対馬， 屋久 島
のほか， 沖縄本島， 宮古 島 など琉球全域 に 産出す る 。 本

種 に は 2 亜種が知られ る 。 すなわち日本 を含む アジ ア か

らオース ト ラリア， 南太平洋の諸 島 に か け広く分布す る
原名亜種H. assu lta assu lta と サノ、ラ砂漠以南 の ア フリ
カ大陸に分布す る H. assu lta afraであ る 。 詳細な分布
はrDi stri bution Map s of Pe st sJ N 0.15  (re vi se d) 
( 1968) =オオタバコガ; NO.262 ( 1969) =タバコガ を参

照 し てほ し い。
オオタバコガ は，わが国で は 年 2 �3 回 の発生で，越冬

踊 は 5 �6 月 に 羽化す る 。 ト マ ト で は 8 �1 0 月の被害が最

も 激 しく， 若齢幼虫 は主幹や肢芽の先端部から食害 を始
め ， 植物体上部 に と ど ま り 花蓄や般芽 を 切断す る が，
中 ・ 老齢幼虫 は 1 頭が数 個 の 果実 に 食入加害す る ( 中
島， 1991) 0 1978 年 8 �9 月末にか け て ，盛岡市で は ト ウ

モロコ シ が， 秋田県大潟村で は ア ズキがオオタバコガ に
よ っ て被害 を受げた。越冬 ・ 定着できな い と 考 え られて
い る 東北地方 に お い て， 19 7 8 年 に 突然 こ の よ うな注目す
る に 足 る 発生があ っ たの は， こ の 年の暖候期が異常に 高
温であ っ た こ と に よ る の で は な い か と 推測され て い る
(小林ら， 1978) 。 オオタバコガ に は移動性があ り ， 夏以
降 に北海道や東北地方で も 記録され る こ と があ る が， こ
れら は寒冷地で は 定着できな い。 オオタバコガ幼虫 は共
食 い が激 し いため， 実験室では 中齢以降 は個別飼育が望
ま し い 。 卵 は 1 粒ずつ産み付 け られ， 2 �4 日でふ化す
る 。 イ ン ド ネ シ アでの観察で は ， ト ウモ ロコ シ を餌 と し
て与え る と l世代 に 35 日 を要す る 。

タバコガは 年 2 �3 回 の 発生で，オオタバコガ と 同様踊
越冬 し，晩春 こ ろに は成虫が現れ， そ の後 8 �9 月 に 最 も
密度が高くな る 。 タバコガの 生態 に つ い て は多くの解説

文があ る のでそ れ を参考 に し てほ し い。

皿 オオタバコガとタバコガの識別点

成虫で は鱗粉の落ちて い な い個体であれば両 種の区別
は 大抵の場合可能であ る 。 ただ し， オオタバコガの前麹

の色調 は灰黄色から黄褐色 ま で変異 の幅が大きい。 こ れ
に対 し てタバコガで は 前麹の色彩， 斑紋 は よ り 安定 し て
い る 。 前麹亜外縁線 は タバコガで は M3以下で鋸歯状 と
な る が (図一1) ， オオタバコガで は鋸歯状 と は ならず，不

明瞭 と な る こ と も 多い。 後麹地色 はタバコガで は 黄色で
麹脈 は暗色 と なら な い が， オオタバコガで は後麹 は よ り

白 っ ぽく， 麹脈 は黒褐色 と な る ( 口絵写真 1， 2 参照) 。
斑紋での区別が困難な場合 は ， 交尾器形態 を観察 し な

げればならな い。 雄交尾器で は パ ルパ ( 把握器) の幅で
区別でき る 。 図 2 に 両 種の右パルパ 内面図を示 し た。 オ

図 ー 1 タ バ コ ガ 前麹麹脈と斑紋
C， Sc， R，� R5， M，� M3， Cu，"， CUlb， 1 A は 麹
脈: 0 : 環状紋， R : 腎状紋:SBL : 亜基線， AML :  
内横線， ML : 中横線， PML : 外横線， STL : 亜外縁
線 (KIRKPATIIICK， 1961 を 一部改変)

図 -2 オ オ タ バ コ ガ ， タ バ コ ガ 雄交尾総右パノレパ内面
A : オ オ タ バ コ ガ， B : タ バ コ ガ， 目盛り : 1 mm 
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オタバコガのほうが幅広 い こ と がわか る と 思う。 雌交尾
器で はc er vi x bur saeの 回転数 が両 種で違う と されて い
る が， わか り にくい ので， 雌交尾器形態 は両種の識別の
際一般 に は利用しな いほうが賢明 な よ うであ る 。

次に幼生期 に 関して は， オオタバコガ， タバコガ と も

老熟幼虫 は体長 35 mm前後でほぼ同じ大きさであ る 。オ

オタバコガ幼虫 に は緑色型 と 淡権褐色型があ り (山本，
1 987) ，他方タバコガ幼虫 も 体色の変異が大きく，両 種幼
虫の外見での区別 は難しい (口絵写真参照) 0 KIRKI'ATRICK 

(1 961 a ) は オース ト ラリ ア産 の オオタバコガ， タバコ

ガ，H.ρu nctigera，H. ru brescensの 4 種 に 対して，形態

学的差異 を論じて い る 。 こ れ に よ る と ， 幼虫で は背方の

刺毛基板 ( こ こ で はSD，) の縦方向の直径 と 気門長の比に

種の差が表れ る と いう。 こ の こ と は日本産のオオタバコ
ガ と タバコガ に対して も あて は ま る のであろうか。 上述
した よ う に オース ト ラリア と 日本で はオオタバコガの亜
種が異 な る ので， 日本産の両 種の直接の比較が必要 と な
っ て く る 。 幸 い昨 年島根県で発生したオオタバコガ幼虫
と 日本産の タバコガ幼虫 を 直接比較す る 機会 に 恵 ま れ

た。KIRKPATRICK (1 961 a ) は 第 1 ， 第 7腹節の比 を と っ て

い る が，筆者が検討した と こ ろ， 第 7，第 8腹節 を 使 っ た
ほうが， 両 種の差異 は よ り 明確に表れ る よ うであ る 。 図
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表-1 日 本産オ オ タ バ コ ガ， タ バ コ ガ 終齢幼虫
第九第 8 腹節の気門長 に 対す る SD，刺毛基板 の
縦直 径 (SD，刺毛基板直 径/気門長)

オ オ タ バコ ガ

タ バコ ガ

供試個体数

7 

10 

-3 にオオタバコガの第 7， 第 8腹節の刺毛配列 図を示し
た。鱗麹目の刺毛 はHINTON方式 に よ る と 図の よ う に そ れ
ぞれ命名されて お り ，背方からDh D2'そ の下 にSD，が

あ り ， 気門 は そ の下部 にあ る 。 オオタバコガやタバコガ

のSD，刺毛基部 に は 刺毛基板 と い う茶褐色 の硬皮板が
発達して い る 。第 7，第 8腹節 に お け る SD，刺毛基板の縦
方向の直径 と 気門長の比 を ， 日本産オオタバコガ， タバ
コガで今回調査した結果 を表ー1に ま と めた。 こ の表から
両 種 の終齢幼虫 は 識別が可能であ る こ と がわ か る と 思
う。 若齢， 中齢幼虫 に つ い て も 検討したが， こ の よ うな
比率で両 種 を区別す る こ と は難し い よ うであ る 。 ま た，

嫡での両種の明確な識別 は い ま の と こ ろ困難であ る 。
そ のほか に寄主植物 に よ っ て も あ る 程度見当 を つ け る

こ と ができ る 。 すなわち， タバコガで は ナス科植物への

噌好性が強 い の に対 し て (杉，1 982) ， オオタバコガ はさ
らに多くの作物に被害 を 与 え る 。

IV オオタバコガとタバコガの寄主植物

タバコガ亜 科各 種 の 寄主植物 に つ い て は ， MATTHEWS 

(1 991 ) に よ り ま と められて い る 。彼自身 も い っ て い る よ

うに， でき る 限 り 文献 を 拾 っ たのだが， 必ずし も 十分 な
リス ト と は なら な か っ た。 しかし， 寄主植物 に 関す る デ
ータ収集の困難さ， 昆虫及び植物の同定 の信頼性などか
らす る と ， 妥当な文献 は あ る 程度収集されて い る と 考 え
る こ と ができ る 。 こ れ に よ る と ， タバコガの寄主植物 と
して は ナス科の 4 種が挙が っ て い る 。 ト マ ト ， タバコの

ほか にホオズキ属の 2 種であ る 。 オオタバコガの寄主植

物 と して は 27科が記録され，種名 ま で特定されてい る 植

物が 42 種， 属名 ま での同定 に と ど ま っ て い る もの が 21

あ り ， 広食性がうかがえ る 。 こ のうち「農林有害動物 ・
昆虫名鑑J に 載 っ て い な いオオタバコガの寄主植物 と し
て は， 以下の よ うな も の がある。

キ ツ ネ ノマ ゴ科キ ツ ネ ノマ ゴ属， ツ ル ナ 科スベリヒユ

モ ド キ， ウル シ科カ シウナ ッ ト ノキ， キョウチク ト ウ科

の一種， フウチョウソウ科セイ ヨウフウチョウソウ属。
キク科 は記録が多く， シュ ンギク， ガーベラ属の 一種，
ヒマワリ， レタス， サワギク属。 ア ブラナ科キ ャ ベ ツ ，
ウリ科セイ ヨウカボチ ャ ， フウロソウ科テ ンジク ア オ イ
属。 イ ネ 科では， シコクピエ， キピ， チ カラシパ属， ソ
ルガム， ト ウモ ロコ シ。 アヤメ科 ト ウ ショウプ属， シソ
科Ca la mintha 属。 マ メ科 は多く記録されて お り ， キマ
メ，Cicer属，タヌキマメ属， フジマメ属， ウマ ゴヤ シ，
アルフアルファ， イ ンゲ ン マ メ (属) ， エ ン ド ウ， ジ ャ ジ
クソウ属， サ サゲ属の 一種。 ア マ科 ア マ (属) 。 ア オ イ 科

では， オクラ， ワタ属， フヨウ。 パ ショウ科マ ラ イ ヤパ
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表- 2 農業環境技術研究所所 蔵 の オ オ タ バ コ ガ成虫標本 に 基づ く 加害植物の種類

加害植物名 幼虫採集地 幼虫採集日 採集者 個体数 と羽化日

ワ タ 奄美大 島 栄， 島田 1 ♀， 1 95 9年8 月1 9日
ラ ッ カセ イ 宇佐市 中 島 三夫 l♂， 1 96 9年 9月27 日
ト マ ト 宇佐市灘 中 島 三夫 l♀， 1 96 9年10 月初日
ソ ノレガ ム 福岡県筑紫野市 1 973 年 9月8 日 立石 義 l♂， 1 973 年1 0 月1 日
ソ ルガ ム 福岡県 1 973 年10 月初日 立石 盤 l♂l♀， 1 973 年12 月13 日
ガーベラ 東京 1 975 年 9月14 日 服部伊楚子 l ♂  
レタ ス 青森県 平賀町 1 982 年 9月25 日 FUJlMURA， T. ♀ 
ヒ マ ワ リ 岡山県山陽町 1 984 年9月初 め 高 岡聖子 l ♂l早， 1 985 年4 月， 6 月
カー ネーシ ョ ン 福井市寮町 高 岡聖子 1 ex， 1 98 9年8 月14 日
キ ク 福井市殿下 高 岡聖子 2 ex， 1 98 9年10 月15 日， 30 日
ナ ス 福井市寮町 1 ex， 1 990 年2 月2 日

シ ョウ， フ ト モ モ科ユ ーカリ の 一種， モクセ イ ソウ科 疑問を感じ る ので， 今後 こ れらの植物 を 食害す る 幼虫の
Rese da 属。 パラ科 と して は， オラ ンダイ チゴ， リ ンゴ， 正しい同定 に よ っ て 確認し な ければなら な い と 考 え て い
サクラ属， ア ン ズ， モモ， ナ シ属の一種， パラ属。 アカ る。
ネ科アラビア コーヒー，ミカ ン科のCit rus属 と へソミカ

ン， ゴマノハ グ サ科キ ンギョソウ属。 ブ ド ウ科ブ ド ウ，
ハマビ シ科ハマビ シ。

オオタバコガ幼虫 は 果実， 花警， 肢芽 などを好んで食
べ る が， 葉や花 など も 食害す る 。 イ ンゲ ン マメやエ ン ド
ウなどの マ メ類で は爽が被害 を 受 け， ト ウモロコ シでは

若い穂が好 ま れ， イ ネ 科植物で は 穂先が特 に 加害され
る 。 オクラ， イ チゴ， ト マ ト 等で は実が食害され， キ ャ
ベ ツ や レタスで は幼虫が結球中 に潜 り ， 甚大 な被害 を及
ぽす(KIRKI'ATRIじK， 1 961 b) 。

次に， わが国 に お け る オオタバコガの寄主植物につい
て見てみる 。 過去の記録 を 文献で拾 っ て いく と ， 誤同定
の も の も 含め て し ま う危険性があ る ので， こ こ で は農業
環境技術研究所 に保管されて い る 標本 を 用 い， 過去のオ
オタバコガの寄主植物の種類 に つ い て 探 っ て み る こ と に
した。 こ れ を ま と めたの が表一 2 であ る が， こ の表からわ

が国で も こ れ ま で各種作物 に 散発的 に 発生した記録があ

る こ と がわか る 。 さら に昨 年度筆者の も と に送付された
標本からす る と ，1 994 年夏~晩秋 に は西日本各地で， エ
ン ド ウ， キク， ト マ ト ， レタス， キ ャ ベ ツ ， ニンジ ン，
パラ， カーネ ー ショ ン， ト ルコギキョウ， オクラ， シ シ
ト ウ， アスパラガス に オオタバコガ に よ る 被害があ っ た
こ と が確認された。 こ の と き の 被害 は甚大 な も の が多
く， 西日本各地 の担当者 は 防除 に苦労された よ うであ
る 。

こ れ ま でタバコガの寄主植物 と してわが国で は ナス科
以外 に， ト ウモロコ シ， ウリ類， ア ブラナ科野菜， レタ
ス， カーネ ー ショ ン， キク等が報告されて い る 。 ナス科
以外の記録が本当 に 正しい かどうか筆者 と して は若干の

V オオタバコガの防除法

オオタバコガ幼虫は， 実 に 食入してし ま う と 防除が難
しい ので， ふ化後すぐか， 被害 を認めしだいただち に 防
除す る 。 実 を 利 用す る 植物で は 収穫後， 残 り の植物体 を
除去 す る か焼 い て し ま う こ と が望 ま し い (吉松，
1 992) 。 ま た中島 (1 991 ) は， ト マ ト の害虫オオタバコガ
の項で次の よ う に 述べ て い る o “畑 を見回 り ，新しい食痕
や虫糞 を 見つ けたら， そ の付近 に必ず幼虫が い る ので注

意深く調べて捕殺す る 。 摘芯， 摘花した肢芽や花警など
に は卵や若齢幼虫がつい て い る ので， 株元に捨て な い よ
うに注意す る 。 被害果の 早期摘果 と 処分 は ， そ の後の発
生 を抑 え る う え から重要であ る "。

オオタバコガ成虫 に は 移動性があ る と 考 え られ て い
る 。 陸地から遠く離れた太平洋上の 定点で本種が捕獲さ
れて い る こ と も ， 本種の移動性 を 裏付 け る 証拠 と 考 え る
こ と ができ る 。 そ のため， 発生 は突発的 に 起 こ り ， ま た
気づか な いうち に 大発生 に つ な が っ て い る こ と も あ る 。
オオタバコガ幼虫が若齢で被害の 小さ い うち早期 に 発生
を捕ら え る こ と が大切であ る 。

オース ト ラリアでは， オオタバコガ は そ の防除に使用
されてきたほ と んどの薬剤 に抵抗性 を 発達させ， 薬剤 に
よ る 防除が一段 と 困難 に な っ て い る 。DDT に は 1 970 年
代初め に，ピ レスロイ ド 剤 に 対して は 1 983 年 に は いずれ

も 常用濃度での防除効果が著しく劣 る 事例 が報告されて
い る 。 抵抗性モニタリ ン グ の 結果 から， ピ レスロイ ド 剤
に は 既 に 1 985 年 �1 991 年 ごろ ま で に園場個体 の 40�
50%が抵抗性個体で占められ， 無散布地域の個体群中 に
も 高頻度で抵抗性個体が検出されて い る 。 ま た， 有機塩
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素剤のエ ン ド スルファ ン の多用 に よ り しばしばリサージ
ェ ンスが生じ， カーパメー ト 抵抗性 も 同様 に 広 が っ て い

る (ZALUじKI， 1991 ) 。 こ のため， オース ト ラリアではオオ
タバコガの防除 に 多用されて い る ピ レスロイ ド 剤の使用
を夏作の一回 に制限し， 淘汰圧 を低下させて抵抗性の発
達 を 回避す る よ う努め て い る (FORRESTER and C.�HILL， 
1989) 。 上述した よ うに，オース ト ラリ ア と 日本のオオタ
バコガ は亜種が異 な る ので， こ こ でのデータ は そ の ま ま
日本の個体群 に当て は ま る 訳で は な い が， いずれ に せ よ
オオタバコガ は， 農薬 に 対して は か な り 強い と 考 え て お
いたほうが よ さそ うであ る 。 日本産オオタバコガの薬剤

抵抗性 に 関す る 研究は今後の課題であろう。

お わ り に

オオタバコガ は突発的 に 現れ， ま た実 に 潜 っ て からで
は駆除が困難 と な る う え に， 薬剤抵抗性 ま で も 発達させ
る 難防除害虫 と 考 え る こ と ができ る 。 温暖化 に よ り 今後
分布域の北上が予想され る 。 ま た， 夏から秋 に か け て 高

温少雨が続く と . 1994 年 に みられた よ うな多発生が西日
本のみならず日本全土 に お い て 想定され る 。 今回筆者が
ま と めた こ の小文が， オオタバコガの発生 を今後迅速 に
と ら え ， 適切 な防除が行われ る た め に 少しで も 役に立つ
なら幸いであ る 。

本文 を ま と め る にあた り ， 様々な情報 を お寄せいただ
いた日本各地域の防除所， 農業試験場の各位 に こ の場 を
借 り て お礼 を述べたい。 島根県農業試験場の奈良井祐隆
氏から はオオタバコガの幼生期の標本 を いただき， ま た

カラースライ ド も 借用した。 東京大学農学部害虫学研究

主な次号予告

次 1 月号は，下記原稿 を掲載す る 予定です。
新年 を迎 え て 坂野雅俊
平成 7 年の病害虫の発生 と 防除

農林水産省農産園芸局植物防疫課
線虫 を めぐ る 最近の話題 清水 啓
ビワサビタ'ニ (仮称 ) のビワへの加害過程

大久保宣雄

ピ シウム属菌 に 関す る 最近の研究課題 と 将来への展
望 一谷多喜郎 ・ 東僚元昭

巣樹 を加害す る チ ャ パ ネ ア オカメムシの個体数変動

室の田付貞 洋教授から は， タバコガの幼生期の標本 を い
ただいた。 厚くお礼申し上げ る 。 本稿のご校聞 を いただ
いた， 草地試験場作物害虫研究室長神田健一博士及び，
農業環境技術研究所殺虫剤動態研究室長桑原雅彦博士 に
謝意 を表す る 。
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と 移動 守屋成ー
弱毒キュウリモザ イ クウイ ルス を利用したウ イ ルス

耐性 ト マ ト の苗生産 佐 山春樹

植物ウイ ルスの新し い 分類 と 命名一一国 際ウ イ ルス
分類委員会第 6 次報告. 1995 都丸敬一

ハウスミカ ン に 発生したAゆergillu s属菌 に よ る 果

実腐敗 因代暢哉
(リ レー随筆) 産地の研究室から一一地域プラ ンド を

育て る ( 0/花き 小菅悦 男 ・ 江森弘己

定期購読者以外のお申込みは至急前金にて本会へ

定価 1部800円 送料76円
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